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The combustion characteristics of the biomass liquid fuel (palm methyl ester: PME) sprays are investigated. The laminar 

counterflow spray burner, where the unburned droplet region, the blue flame region and the luminous flame region are 

separately stabilized, is utilized to observe the detailed combustion characteristics. The diameter of the spray droplets is 

measured by PDA with and without combustion. The soot formation regions are measured by Time-Resolved Laser Induced 

Incandescence (TIRE-LII) technique. Results show that the drop size distribution of spray droplets was changed due to the 

difference of the evaporation rate, and that there was a difference in transition of the average droplet size. The instantaneous 

soot generation process in the PME spray flame was the same as that in the n-dodecane spray flame, and the diameter of the 

soot particle grew in the circumference of the soot formation area. 
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1. 緒 言 

 

近年，開発途上国における急激な人口増加と経済発展により，

世界的にエネルギー需要は増加し続けている．現在，このエネ

ルギー需要の大半は石油をはじめとする化石燃料の燃焼によ

り賄われている(1)．一方で，大量の化石燃料の使用により，地

球温暖化等の地球規模の環境問題が顕在化してきている．した

がって，今後はエネルギーの供給と利用に関するすべての分野

において，環境問題へのさらなる配慮が求められており，高度

な燃焼制御にもとづいたクリーンかつ高効率な燃焼技術に関

する研究開発が急務となっている．また，化石燃料は有限の資

源であり，近い将来，枯渇することは必至であるため，燃焼機

器の高効率化・クリーン化に関する研究開発と並行して，化石

燃料代替エネルギーに関する研究が盛んに行なわれている． 

“バイオマス”は，“動植物に由来する有機物であって，エネ

ルギー源として利用することができるもの（原油，石油ガス，

可燃性天然ガス及び石炭並びにこれらから製造される製品を

除く）”と定義されており(2)，特にエネルギーとして利用する

際には“バイオマスエネルギー”と称される．バイオマスエネル

ギーは「再生可能」，「カーボンニュートラル」という特徴を

有することから，二酸化炭排出抑制による地球温暖化防止なら

びに循環型社会の構築に寄与することが期待されている． 

日本国内におけるバイオマスエネルギーの導入目標は，2010 

年までに原油換算で 34 万 kL（発電），308 万 kL（熱利用）

となっており(3)，バイオマスの利用促進および利用技術に関す

る研究開発が急務である．特に発電分野においては，化石燃料

とのベストミックス利用の促進が図られている． 

液体バイオマス燃料の原料の代表的なものに，大豆油，パー

ム油などが挙げられる．これらのうち，海外から日本への供給

を考えた場合，パーム油はマレーシア，インドネシアを始めと

する東南アジアの生産地における生産余力があり，生産コスト

も低く，安定な供給が可能であると考えられている．しかしな

がら，パーム油は軽油などの一般に使用されている液体燃料と

比較して動粘度が高いという問題を持つ．そこで，エステル化

を行うことで動粘度を低下させたパームメチルエステル（Palm 

Methyl Ester:PME）(4)が全部あるいは一部軽油代替のバイオ液

体燃料として使用され始めており，実用燃焼器に適応した場合

の熱効率や排気特性，あるいはその製造過程において利用され

る様々な触媒に関する研究(5)，(6)などが，現在国内外で盛んに行

われているものの，その詳細な燃焼特性は未だ明らかにされて

いない． 

一方，液体燃料の代表的な燃焼方法は噴霧燃焼であり，高負

荷燃焼が可能で制御の際の応答性が良いことから，様々な実用

燃焼器において採用されている．しかしながら，噴霧燃焼は，

燃料の微粒化条件に起因する燃料噴霧の平均粒径や粒度分布

の幅などの噴霧特性と，流れ場の特性が相互に影響を及ぼしあ

いながら蒸発・燃焼が進行する反応性二相流であるため，その原稿受付：2008 年 4月 28 日 
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